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長されたc これらのなかで， B1ian J L Berry 



























(l'J: 1 ) C. B. Cressy, /,and of the 500 Afillion・
_1 Geog,aplzy of China (New York, 1955). 
(112) •-10とと ii今世紀にはい－，て（新：1,r,1,-1，い
γ も） ); );-! f;, ／より［：'i＇がi;i'.U dt, 他地j戎からシ＇！tミ業干多
J¥'. ！、.（人があ』子。これについてはより詳細な研究志
｛氾L士Ji，る。ト＇.cj, r, Waller Wynne Jr_, The Po1うU白
latio!l of ,Han,huria (U. S. Bnreau of Census, 
International Population Statistics Reports, Series 
I刊 0,No_ 7, Washin巨ton,1958). 
(/13) （ト K. Zipf, National Unity and J)isu 
nity (Bloomington, 1941). 
(:L 4) Brian J. L. Derry，“City Size Distrilm-
tinn and Economic Development，＇’ Economic f)e,,el 
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(1) 山 19～50Ifにかけて大行政区内制度が LIr• 




































「台湾を除く ）， 2白7-hi＜‘ l地方， 11也1z.よりなるが、
その具体名は次のゴとくである。北京1i‘上海rlj' 
:,( ;-i市司河北白＼山河省，内ま自治iく， 51吟f劣‘
-,1；十1：古、.＇，i;'; 屯， l：省， r；，；~w可／Ll、， 廿指名、， ！日毎有，新
日]lf17 1ザ Fレ自i，！：三， il東宵，江蘇弘安保t也、，認否
江也福建省‘；1：西i江主if南省，湖北？？？、湖南省，
広来省司広両1皆、 l司ノ1古司古川宵宅 三時j'(i'ラ 子へ
ノ卜地か円吉！日出l乏であるく：I.句）u 異なった行政I"-.
両；こもと J 九、て収集され， かっ公表された地域医i













能には， 工業在地の側面iからみて ifi：~大な IA］存が i守
主れており，ナCに19'.',8ffには経i丸山1Iif仁おける







おに分けら v 1 ：士市の地位で、あり，｛出は市の境界
である J
市川地［たがどのよう仕主主準にι.1:-－・川、て与え c,









のセンサス当時， 163の市のうち 102が 10万EJ、上
(10万以上のすべての都市を合む），崎市が 5～10万，
B市が 5万以下であった。そして， 5～10万の人




第 1表 市 の 数 （ i)
！鰍市 1,y区紋i同県級市｜合計 1 鍍
1%0 B 7:1 47 133 
51 B 76 41 130 
ら2 12 告の 61 15:1 
;,:-l 14 166 5,400日〉
;i,j 九 138 25 166 
55 九 1:=i2 :-12 I時7
56 150 21 174 :-l,672'4) 
57 ．ι3 、 162 B 178 3,621"'' 
日向 2 57 121 180"' 
;i9 】‘》 (i:J 127 192 
60 ム’P, 59 1-18 209 
Ii ムリ」 7:J 132 207 
fi2 aフ 7ο 105 177 
fi:l 4』., ,: 92 1(;7 
fi4 ' ? 75 92 1G9 




























































































ン lト夫、l¥ii主 511)0 間の鎮があり τ そのろ九人 ~l







ふi也／）［を与えられているかどうかに k 予てき tる
わげである iJ・, きわめて大ざっ，r~c はあるが〆人 i ! 
抗，i卜との閃係でこれをみれば、人口約三I）（）け以上山
もグ〕ぷifL がJ:i -/j r;, JJ）ものが市であるとし、えら
であろう。
,21 統，！＋1旺J之：としての古1,rn人口
涜，,1-概念としての出市人 ri の iAJ ＇：／~が正式にさ t
つえり（土日J5Si-Hl月 7上lのiヰf;p完全［本会言iにおし、
てであった I _cl＞）一 こ二でJ：長！口さ ;l1f,二「［見定 i；土全
人口士「l成市人I！」、 l:m鋲人iIJ 〔以！」をtちわせ亡
i点1支人円ど
, 11 人lモ~［＼会およひ、 ~1;級以 t二（＇）人民妥只会心＇）所
主E!也を城鋲とする。士た？古住人口；！（）（）（）人；li：で，
住民の半以以 t：ノdミ非込主人「i；こよ J Jごl与／） r,,i1ふ
民民I＜全域￥J＼とする σ 人ilカ‘；！(Iりの人以下ごも、以
下乃条件をみたす現行には域鋲人口とみfょにす
なわ九‘ jlJ:、T{r:Jt 鉄i立の男氏， i＇奇T.'f山中心ラ交
通J〕l妥福j，中等以」J）学校， fト＇＋：研究機！日！の戸•If千五
J也、および職工の住℃［支でτ 常｛｝人i！？ゴ（）（｝（｝人i二
i芦j/こなLつり；、 し元通し l ()()I）人士二え， Lか七 －，Wt：主
18 











件は人 1 ＇.！ 万以上ということになる。そして）Jix鋲











であり，残る 25G~＆！；土 l行の地位をも fこなかっ fこC
,J＇.！＇.！伺の都市に性心日成 l行人lljは513＇.！万人で，そ
れは rJ成金Z人仁lJ ( :i !OOJR;］の銭と Hi6個の市iニ住む
























































































































































古「を：た工 てくると L‘うような t,！｝〕で，かjもらの
多くは剖，mにおけゐlf汗王失業者ーを形式 iるという
1／と iTr。










































































































Morri討 B.Ullman, Ernest Ni, Yuan Ji Wuの：1
青である。











20万～50万，同 10万～20万， NS万～10万，（ト） 2
























｛｝行政［l企画；こもとづくものれら ｝） ＇ーケ乙 l'Iィ、
{ （.＇） 中にjヰ祁の民H人口を含むことであ







' し J邑ホー ｝ ， 
l( ・3 ;:_c' ，；： ベーと、二/l;): l；彰大／よf1三3：金千1，ず》たに
現政1長FfこJjけるifi,lii分ずIi
、f:Liこしても，
いる l95H年までというのは期間が短かすぎるとい[ J ;,//; I剛、な＇ '/ ；~－しご、
新しくこれをご救う一つの方法は，うことでようる。多くのl1片,n百）「究お上ひ：出；TJi人「lの分担？におL、－c'








Ernc,t i¥i h工1'10Ni i.t 1%:l i]ごと Iリ;J／＜年の
1,f,ji-f.1/c~ におけ；＇.， C'J'1)IJの郎ii.（汁f人iiをJ払i十したc
［三l
な ~J ;'., ,j L; Jこの他，J佐1i十稿＇R:.t;J：自iで紹介JるJ
多くの興味ある事実を発見した。む：1Hし，







/ -c {Jーなうため，；) 
ごとれ以ドJJKi> I「Iに11:Vも（／） とに分'i;!J'._ fこ】
rとうなJ任日l吉正〔J玄ti'.Jな ）j1｝；に上
とこ Cj虫i』.Iht/LI今 ）］
そjL iこ－ ) 1去fとjミ！司 iる二どと fょゐ i)(jぐ去Jゐ6シ，
正ーワit 1,i）二「，！' :＇，、，＇（い
( i l ）『人J,~ J IILJ], 1951 "i l;fi。
( i 2) 1952>; 11)] 151' ,1，央人民政府妥民主沼19次
二、ふi也沿「IYHヘ，Ji,!i れiくiJ!・;!)] (!'J i!cふ_J（『人 J(r fljJ, 
19:1:i,1 l1）。
( i 3) 1953＇（ょに j℃干バfiとハノしヒンr1;j/:m,1,;i;,1; •, 
より， 二J，［！.＼主でに心配！』,Ii:J 14'.l~l tなっごν久。
(Ii 4 ）『人 J·~ )fil.JI, 1955＂ドJ:lz。
( il 5 ) 1956 'Ii：イ r 、ット !'Jif，いおWlfrl止；＇を＿i'/o




νr) :! 山をJflHi! t ／：） にとどめるむ（イJ）｛；；~子ー廿に＇）
いて r¥'iil ¥'llm:111 ,1>:'R:績に t:j的；：：.{£<: ( r: tふ》
（ロItf:L;¥・cni品t'i1こさ ！) ／／）亡大Il[ぷ（！心とんミ；＇？；と Jtて才i
I)' J-iUl・結社ι大きし・，l'ミ差，））ドJ能性を：7；えしてし、るじ
い七i.t ;J: i~1 で〆 j ) ：＿ノ： 1主J 、る ,j）で、
i立与の時五十と：Jわけ l'.fiS平につL、てそれがL、え，
i占l,f!:：士以後におけゐ分析しり基礎とはん：り，）＇たし、。
Yuan Ii ¥Vu 'n,1•0 Cllmanの荒波が基礎(31 
;f,i ,: ;/_ ,'1:0 
( ,l:伝）『人i己fl冊l, 1956什）紅。
(IJ 7） 『人i己！IA！』， 1959'[lJxo 
( ;l 8) Ji!吋；：？「 •1•f'i:] に t;ける広栄ι心地M：うr{1iJC『7
戸市長／iJ, なう 6：；，’i¥ 9 ,;, 1965；ドQ月号）。
（口 9) Theodore Shabad, China's Changing 
1¥faj> (London, 19δ6). 
( ,110) :'vforis B. Ullmζm, Cities uf 1¥fainland 













sus, International Population Reports, Series P-95, 
No. 59, Washington, 1959). 
（注11) M. B. Ullman. 
〈注12) M. B. Ullman. 
（辻13) 張志剛「偉大I行北山：J（『I也F！＇勾i該』，1959年
11ぢ〕。 1957年人口は『偉大な10＿；は。
( ,tl 4) John S. Aird，“ Population Growth and 
Distribution in Mainland China，＇’ An Economic 






（～1 17) 『人民日報』， 19:59:, 8 r J 12 I Lよぴ1959年
11：、 HiIJ o 
〔， 118〕 『中華人民共和Jj,:};I日；4i;!,;,1955年7月 12 




（注21) J. S. Aird. 
「 22) ！司家統；十日 r,:
r . :c:1) m：数lt 資料γ ーデい一「ー｛「 ，＇：＇がある。こ
).1 ! ・.・ l ｝ミ , 2伺少な‘ J., ., ・, n;,: 1'1い不明。ただ
ノI' 1,rlj' がすべてカハ－ '). t山、：：＇）.ごノ＼からみて，
1,:,1じて注る 2市は小都市； J:, I I, ニヌいJ ；数字に大き
い影響を与えない。
（注24) 『地理知日放』， 1952年第 2号， 35ページ。
( i:l二25) 『，i¥J1!知識』， 1957年第 6'5jト， 243～247ベー
ジ。




Xi ,1，凶によってひきつがれた。＼ValierWynne Jr., 
The Population of Manchuria (U. S. Bureau of 
the Census, International Population Statistics Re-
ports, Series P-90, No. 7). 
（注27) 『光明日報』， 1956年3月3日。
（注28) 『人民日報』， 1952年lJ19日。
(ii:29) 『新華月報』， 1953;15 -;) , 177～178ベージ。





（注33) 『光明日報』， 1955年12)J 291 l。
(;[34) 『人民口穀』， 1957年12刀19f10 
(/!35) 『人民日報ふ 1957年 4)J8lU3よU:1957年
8 !)221 i。














(ti:40) New York Times, January 19, 1969. 
(/141) Ltfこつぎの三つの文献に集奴されてい
;: 
The Size, Composition and Growth of the I'opu-
lation of' Jfainland China (U. S. Bureau of the 
（：日1SLi只， InternationalPopulation Statistics Reports, 
Series P-90, No. 15). J. S. Arid，“Population 
Growth and Distribution in Mainland China." 
“Population Growth，＇’ in Economic Trends in 
Communist China, ed. by A. Eckstein (Chicago, 
1968). 








Shiger, Administrativnoterrito門・aznoye deleniy’e 
nrrubezhnykhstra刃（Moscow,1957). 






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（注45) Ernest Ni, Distribution of the Urban 
and l<ura! Po戸tlatiυH ofλJainland China: 1953 
and l少，・，R({ T. S. Bureau of the Census, lntunatio 
nal Population Reports, Series P-95, i¥o.ふ6).
（注46) Wu, Yuau」i,The Spatial Economy of 




湖 1,j 償 以~~~i 泊，J川2泊蜘9
江 ）可
者省＂I '"・ 九日 ！日，叫広
東j自I 
~t ~it: 35, 900, 37, 960: 広 西 治 2018 1939 
四 68, 0431 72, 1601 
貴 +I 'fi、 l;), 15、f>7(I ]f; , 890 
雲 I十iヒj 官省 17, 18,1)1お l'c), ｝，叫,o 
河 43,348 44‘－IJ4 4民，
山
西軍 I 14,314 l刊 61 15,960 


































































401 I 700ゆ） I 74.5 
690 ' 1,000い＂＇ I 4,1.9 
322 400＇、川 I 24.2 
1,486 , 2,100 I 41.:3 













































































































































































































































































































































































1949 54,167 I 5,765 I 10.6 48,402 I 89.4 
50 ら邑，196 I 6,169 I 11.1 i 49,021 ! 88.9 
51 56,:-lOO I 6,632 I 11.8 I 49,668 88.2 
;i2 57,482 7,163 12.5 
!18,796 7,767 I:l. 2 
54 60,172 8,155 1:-l.6 
55 61,465 8,285 13.5 
56 62,780 8,915 14.2 
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































うUIG〕。かれは 1963年と 1958年の各年央に f山、て
その結果は第5～針表のごとくそれを行なった。
であった。
わ~日～ 8 ；表の諸数字山；；－立企 ［ii什 j一る前iこ，
れわれiまその推計方法をあきらかにしなければな






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第 9表省当！J都市人口比率 （%） 
｜孫による INik.1:る｜孫による INiによる
195：，年央 195］年実」1957年末＿1958年余
湖 北 ｜ I I 13. 1 I u .1 
湖南 l I I 8.8 I 1.1 
江阿 i ! I 12.7 I 8.3 
四 JII I i I 8. 78 I 9. 3 
貴州 l I I 12 I 6.3 
河；｜ヒ i約20* I 2:i.2 
山西｜ 11.6 I 12目9
遼命 i 1 I 35.s I 42.4 
吉林｜ 1 I 31 : 29.7 
黒竜江 l . I 36.1 i 35.3 
広東 1 I 14A5 I 13.4 
広西 1 i I 8.68 I 4.9 





















































































































建，江西、山西，内斐，甘粛， R央西、湖北の10省， 第 4クVレープは人口調密地帯と稀薄な辺境との境
第 4グノレーフ。は雲南，広西，貴州｜の 3省，第4は をなし，第5クソレープは辺境の地である。
新彊，チベ、ソト，討海の 3省，である。第 1グノレ (2）第 I図の縦軸は都市人口の絶対数をあらわ





人口 200万以上，第2は 100万ないし 200万，第
1969090035.TIF

























4ττ7τfi'o 20 30 40 
乃は50万ないし 11)()Jj司第 4は 1)0万J'II＇、の省であ
る。第 1グ／レーヅに属するものは江蘇、 河北、；E
字、凹JIJ, 広東，叉屯iI., 1U束ー f：杯、‘ 許可南のり
省、第 2ゲPレー 70（土湖」L 湖南， j折（Iリ安役、！［！
河， 1'.＇.西，； 16荘：司主；有の 8(}', 話：J ゲ， t, ーフ。；す i~t:
西、 甘粛、 広一州、 ｜勾宗の it守、第’ii主白州、新認，
h ミソト， i'fi止の l？？？でふゐハ 第 iグ，t,ーイの 9
省内う ：） ;) ?Y.小沿海 7/1句、；ニl:＇，、；） ' 主た東北九%、
がすべてこれに属するu 河「むと内JI[ ,1＇三宮がその
L、ずれにも含まれに＇・～























































一一τ－・－－；；；－－－－ 15 調20 fO 
1 ;u 1J 各都市人口は口＇ l ,.I ': [,;Jじ1
省別人口は第2表にヒム
,:; 直轄市は第1団と（｝可じc






にあるc 第 2グループい iw日；とユ，＇.（，（！） 間に分布す




























-r:., !.c:. 、ことを示す。前；こあけ唄たケレ y シ一の命
超よl：二こ
(G) 各／(l'iこJ5ける都市サイズの分布をみよう。











I ¥Jを欠くが中古l；市が名＼ 'C 1Ji i;:(, ;-J く p ト、 t'1ゐj加工




J 4l 1三日l'IE ・ l什を:fif「十心。すだにとt-<t二工うに
？れ1Jlj:'l1~［； 19'Y 人 l1 tつを(l：乞うト.；：；，rtl-ふににふテー
'/: t f子えられど；、t.:¥ ＇.，そして E1nい t-'< i；二上る
推；i十円示Ii果；土分析しつ i交ji;rLとたりえ tc＇.二 llllman 
によーノぐ ljJえらわ／こ l I I i、l(lfil'if央現千五におu・る
l'.!CJ部rlic＇）人 lI rーゲ 'l'.tlJ):j]L、小；ピ） 江J l IXI～；； 
l山lこっハ iゴノト jる二と 1V；〆工らhら／ん ここでは
それを h/r_／，，な＇. ＂分析、＇） k,t 1t吉，＇・-J; ，：） 入子i1f
I出f仁大中(ij;rli『二Il:，：，パら，＼＼すLI しり研究のほうがよ
,) 01il{:i't'J で｛わる h、「、で f：げる，
Wu  it Jl.1'.l.f点、らいじ内：1".1）と主て，n・£2 ｛ヒをみらた
tぞ！，に司 1 I.'(,' . 
















G'J『：r:jをと；）,¥'Jける υ と／：二l() 18 i: L: ］＇）日午に／ ＇＂、 泌をみせ， これに対して江蘇と断行：が不振で，そ
てrt,Jrn ィ／ノゾJi./c;、む州祁rliーを 1~l ζ、.. －＝ごl L -": I；とにして れ心 rt~で！本のパターンにおける例外的反事例とな
っ主 l'):, 点｛勺分析をf'lt ；＿弓っ寸一ふj、：〉ァ 1):; il寺f人 った0 '~(( ri－はこれに対してつけ加えるべきコメン
i二J；けるサ「ズ川町布1'1JI川市；：ti（，ハ分イ［！？ど Lらへと〉） トをむf二よιL、＂
(2 I 'l日：1～:i8j下1絶fl口、「Ir'i）と r＆±といこ上， C 0l¥i1 ,;j' :~ C) ｛，；にF名人う o Vv'u は1¥)5］～58年における
を分間ずる。 1:.]) /;[;di化指数j をt'1/!¥1－るつこと 苦1;¥j'C'）成長をみるに際し‘その絶対増と成長率を
で比較的：わしぐ印介ずら C')；土石コのf、仁壬ある 同Il'に汚！をよして全部rfiをpq＇）（.））グルー：・／＇こわけ
がう日 l；こ J J＇.、て＇ f;:'j tji.に述へてよJくf るしおい＇）グルーヅ it，人口の絶対増加！数は多い
第 l,}) ,.',; i二1'L ・；均ミれの得よこ結晶；tJ.3 ＂，に－ ）ぎ がJ'?J/Jiドj二（土fJI・，、tc入沼 2i.t，抱け増加i数が数多
山 2｝，＇／ でわ J’〉（日 lのhi1,lil；七大ni;I i数1;mJJ11ヰ
j¥if1部rli数円それより内心中古［，ii殺のtr)}JI！ネ；ょ
小都市数、り士jt Cそれは減少LIこ） t i) ，•：：；.ト，／：こと
l唱、うことでらる j、有1ili三（！人r111101n・; I二、 rr吊；
1行とは人Il:,1PJ～lけ（）7j，小日l¥:iどは］I）万～：：（）j Jぐ
あるのそしご＼＼＇ l ;.t' ti交；；j｝）立iL三しぐは太郎
「＇ti］）発達公J) .－·~えるこど i . ≫, -）たのに吋し亡、 二
ぴ〕 kうなれi;'r.トj：］九 ltf：こと企rj主，：ihJJ-合 二11，二
くrう、・ )H1Jmネ，｝）山L、も n,IT：），／士］＇，可品目コ干： it高L、/J:
絶品titlJI放の少なL、も山、 :1 ,jは、増加l数少なく
かっーと ！二1：守JJHtuJfl¥1，、もの，である。変｛七，t,;rJ) r:';j 
fl1:, Jt/'tJil'i.&の多少をわけるi左1i:.tぺぎのゴどくで
ん.：，.， jーなJ.)t}, 117rl1のう t,v,f（少したものは121「J
でわらが， それをjき！在日〉外におくの残る 10ふrliの
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第10表各ゲループにはつぎ'.I f・.c1）ようにわけたちi（，、
















































































2ゑ ，fl- 1 11 j 35 I 15 
沿海／点. , 7 I 14 ' :; 
内 i倖干i' I 4 I 21 12 
先進下1 I 8 I 23 8 
後進省、 1 3 I 12 1 7 
（出所〕 ¥Vu, Yuan Ii, The Spatial Economy of 




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































I ti i] jにおける長期方針としての産業立地政策は




















（注 3) 『人民Ll報」， 1960年8凡25u 0 




（注 6) Ernest Ni. 


























（海外調査員 (L ＇ン. ,・ 
て；ti，むろんのこと，
着手されていない。これにつし、ては‘経済学が空間
の要素を暫時捨象することを許してきたという事
情が一因をなしているであん札｝他方，より重要な
37 
この分野における統計資料の欠乏が特に
いちじるしいと U、うことであるのかもしれない。
ことは，
